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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』（  ）十七

　

川
に
架
か
っ
て
い
た
橋
の
名
前
が
地
名

と
し
て
残
る
例
が
あ
り
ま
す
が
、
京
橋
も

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

の
京
橋
駅
か
ら
地
上
に
上
が
り
、
中
央
通

り
を
銀
座
方
面
に
向
か
う
。
左
側
に
警
察

博
物
館
、
そ
の
先
に
通
り
と
交
差
す
る
横

長
の
ビ
ル
が
東
京
高
速
道
路
株
式
会
社
線

＝
東
京
で
最
初
の
自
動
車
専
用
道
路
（
会

社
線
）
で
す
。
京
橋
川
を
埋
め
立
て
て
造

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
社
線
は
、
銀
座
八
丁
目
の
東
端

の
汐
留
橋
か
ら
新
橋
・
土
橋
で
右
折
し
、

外
濠
の
上
を
経
て
比び

丘く

尼に

橋ば
し

（
城し
ろ

辺べ

橋ば
し

）

で
右
折
し
、「
新
京
橋
ラ
ン
プ
」「
東
銀
座

ラ
ン
プ
」
を
経
て
首
都
高
速
１
号
線
に
接

続
し
て
い
ま
す
。
全
長
約
二
キ
ロ
の
会
社

線
は
、
十
四
棟
の
ビ
ル
の
屋
上
を
自
動
車

が
走
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
昭
和
四

一
（
一
九
六
六
）
年
七
月
二
日
に
全
面
開

通
し
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
、
こ
の
京
橋
川
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
き
ま
す
。

◇
京
橋
川
が
開
削
さ
れ
た

　

京
橋
川
は
、
外
濠
川
か
ら
北
紺
屋
町

（
現
・
八
重
洲
二
丁
目
）
と
南
紺
屋
町
（
現
・

銀
座
一
丁
目
）
の
間
で
分
か
れ
て
東
に
流

れ
、白
魚
橋
先
で
楓
川
、桜
川（
八
町
堀
）、

三
十
間
堀
と
合
流
し
ま
す
。
延
長
約
〇
・

六
㎞
。比
丘
尼
橋（
明
治
以
降
は
城
辺
橋
）、

紺
屋
橋
、
京
橋
、
炭
谷
橋
、
白
魚
橋
が
架

か
り
ま
す
。

　

家
康
は
江
戸
入
り
後
、
最
初
の
天
下
普

請
（
慶
長
八
～
一
一
年
・
一
六
〇
三
～
〇

六
）
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
工
事
で
日
比

谷
入
江
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
江
戸
前
島
に

は
京
橋
川
と
外
濠
が
開
削
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
東
京
府
志
料
』（
明
治
七
・
一
八
七
四

年
編
纂
、
以
下
『
府
志
料
』）
に
は
「
開
鑿

年
代
詳
な
ら
す
或
は
寛
永
年
間
八
町
堀
を

開
き
し
と
同
時
に
や　

小
舟
を
通
す
」
と

し
て
、
舟
筏
「
伝
馬
造
茶
船
三
艘　

茶
船

三
艘　

荷
足
船
一
艘
」
と
あ
り
ま
す
。

◇
東
海
道
の
コ
ー
ス
変
更
と
京
橋

　

慶
長
九
（
一
六
〇
四
）
年
に
は
、
日
本

橋
一
里
塚
を
起
点
と
し
三
六
町
を
一
里
と

し
て
一
里
塚
は
築
か
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で

日
比
谷
入
江
の
西
岸
を
通
っ
て
い
た
東
海

道
が
、
現
在
の
道
筋
＝
新
橋
―
京
橋
―
日

本
橋
の
コ
ー
ス
に
付
け
替
え
ら
れ
た
の
で

す
。

　

京
橋
川
は
、
慶
長
一
七
（
一
六
一
二
）
年

に
開
削
さ
れ
た
江
戸
前
島
を
横
断
す
る
九

本
の
舟
入
堀
の
南
に
位
置
す
る
水
路
で
、

ほ
ぼ
中
央
に
京
橋
が
架
か
り
ま
す
。
東
海

道
の
起
点
＝
日
本
橋
が
架
設
さ
れ
た
場
所

は
一
石
橋
と
江
戸
橋
間
の
ほ
ぼ
中
央
で
、江

戸
前
島
の
尾
根
部
分
に
あ
た
り
ま
す
。
江

戸
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
＝
通
り
町
筋（
東

海
道
）は
日
本
橋
か
ら
一
直
線
に
京
橋
ま
で

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
京
橋
の
橋
名
は
、

京
都
に
向
か
う
最
初
の
橋
と
い
う
こ
と
で

付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
京
橋
川
と
京
橋
は
、
少
な

く
と
も
慶
長
一
七
年
当
時
ま
で
は
、
日
本

橋
を
中
心
に
し
た
江
戸
初
期
の
市
街
地
の

南
限
を
示
す
「
川
と
橋
」
の
名
だ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
橋
の
北
側
に
は
、
三
伝
馬

町
の
一
つ
で
あ
る
南
伝
馬
町
が
起
立
し
、

物
流
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

◇
京
橋
川
が
正
式
名
称
に

　

明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
一
〇
月
五

日
に
東
京
府
達
に
よ
り
「
白
魚
橋
よ
り
炭

屋
橋
、
京
橋
、
紺
屋
橋
を
経
て
比
丘
尼
橋

に
至
る
川
筋
」
が
京
橋
川
と
正
式
名
称
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
明
治
三
九
（
一
九
〇

六
）
年
六
月
に
は
市
区
改
正
事
業
＝
三
十

間
堀
川
改
修
工
事
で
水
路
が
変
更
さ
れ
、
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京
橋
川
と
の
合
流
地
点
が
、
白
魚
橋
先

か
ら
銀
座
一
丁
目
と
京
橋
水
谷
町
間
に

変
わ
り
ま
す
。

　

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
の
東
京

市
の『
東
京
市
河
川
航
通
調
査
報
告
書
』

で
は
延
長
三
三
三
間
（
約
六
〇
六
ｍ
）・

幅
員
最
広
一
五
・
五
間
（
約
二
八
・
二

ｍ
）・
最
狭
一
〇
間
（
約
一
八
・
二
ｍ
）・

澪
筋
に
於
け
る
浚
渫
深
四
尺
（
約
一
・

二
ｍ
）
と
あ
り
ま
す
。

◇
震
災
復
興
と
水
路
の
改
修

　

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一

日
の
関
東
大
震
災
で
京
橋
川
も
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。『
京
橋
区
史
』に

よ
る
と
、
直
後
の
九
月
九
日
に
河
川
管

理
員
が
水
路
の
障
害
物
の
除
去
に
着
手

し
、
一
〇
日
か
ら
「
焼
材
料
焦
物
等
」

を
取
り
除
き
、「
大
焼
材
の
緊
締
片
付
沈

没
船
」
の
始
末
を
行
い
ま
す
。

　

京
橋
川
の
復
旧
作
業
は
当
初
か
ら
困

難
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
よ
り
、工
事
内
容

は
発
動
機
船
が
航
行
で
き
る
範
囲
と
さ

れ
ま
し
た
。
一
二
日
に
川
口
か
ら
桜
橋

間
の
作
業
が
行
わ
れ
、
一
三
日
に
は
亀

島
川
口
よ
り
桜
川
を
経
て
外
濠
川
に
至

る
航
路
の
掃
除
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
一
四
日
に
桜
橋
よ
り
外
濠
川
に

至
る
水
路
が
再
整
理
さ
れ
、
翌
一
五
日

に
は
川
口
よ
り
外
濠
川
に
至
る
工
事
が

完
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
復
興
事
業
の

工
事
で
、
北
紺
屋
町
地
先
の
外
濠
川
よ

り
金
六
町
地
先
の
桜
川
に
至
る
延
長
約

六
〇
〇
ｍ
の
水
路
が
幅
員
三
三
ｍ
、
深

度
一
・
八
ｍ
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

◇
高
速
道
路
の
建
設
と
水
路
の
埋
立

　

戦
後
、
京
橋
川
は
東
京
高
速
道
路
株

式
会
社
の
自
動
車
道
路
「
会
社
線
」
建

設
の
た
め
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
屋
上

を
自
動
車
が
走
る
細
長
い
ビ
ル
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　

昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
一
二
月
、

東
京
道
路
㈱
の
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
汐
留
川
に
架
か
る
新
橋
か
ら
数

寄
屋
橋
・
有
楽
橋
を
経
て
京
橋
川
に
架

か
る
紺
屋
橋
ま
で
の
一
・
四
㎞
を
埋
め

立
て
て
、
そ
こ
に
高
架
式
の
高
速
道
路

と
駐
車
場
を
つ
く
る
計
画
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
周
辺
の
交
通
難
を
緩
和
す
る
こ

と
が
目
的
と
さ
れ
た
の
で
す
。

　

昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
五
月
か

ら
汐
留
川
に
架
か
る
難
波
橋
か
ら
紺
屋

橋
ま
で
の
一
期
工
事
が
開
始
。
し
か
し

そ
の
後
の
交
通
事
情
の
変
化
か
ら
紺
屋

橋
、
難
波
橋
付
近
に
取
付
予
定
の
昇
降

口
の
設
置
が
困
難
と
な
り
、
京
橋
川
と

汐
留
川
を
埋
め
立
て
路
線
を
延
長
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
高
架
式
道
路
と
し

銀
座
八
丁
を
コ
の
字
形
に
取
り
巻
い
た

方
が
高
速
道
路
と
し
て
価
値
あ
り
と
判

断
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
京
橋
川
の
紺
屋
橋
か
ら
京

橋
を
経
て
昭
和
通
り
の
新
京
橋
に
至
る

三
六
〇
ｍ
を
延
長
し
、
昇
降
口
を
新
京

橋
に
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
都
は
、
道
路
・
高
速
道
路
・
広

場
・
駐
車
場
及
び
緑
地
な
ど
の
造
成
を

目
的
に
、
京
橋
川
（
公
有
水
面
）
の
埋

立
て
（
水
面
一
五
五
三
・
六
坪
、
外
濠

分
岐
点
～
紺
屋
橋
間
）を
昭
和
二
九（
一

九
五
四
）
年
七
月
に
認
可
し
、
同
三
四

上：「明治九年 東京全図」下：「明治四十年一月調査 東京市京橋区全図」
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（
一
九
五
九
）
年
五
月
に
竣
工
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
同
年
七
月
に
は
、
東
京
都

都
市
計
画
審
議
会
で
紺
屋
橋
か
ら
首
都

高
速
一
号
線
と
の
接
続
線
の
建
設
計
画

が
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
三
八
年
一
二
月
に
紺
屋
橋
ま
で
開

通
し
、
同
三
九
年
六
月
に
は
白
魚
橋
駐

車
場（
宝
町
三
丁
目
～
銀
座
東
一
丁
目
）

が
完
成
し
営
業
を
開
始
。
ま
た
同
四
一

年
（
一
九
六
六
）
年
七
月
に
は
新
京
橋

間
ま
で
延
長
さ
れ
て
「
会
社
線
」
は
全

線
開
通
し
京
橋
ラ
ン
プ
で
首
都
高
速
道

路
環
状
線
に
接
続
。
同
四
三
年
七
月
一

〇
日
に
正
式
に
東
京
都
か
ら
埋
立
竣
工

の
通
知
が
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
年
一

〇
月
に
旧
京
橋
川
高
速
道
路
下
の
建
物

の
住
居
表
示
は
、
西
側
は
銀
座
一
丁
目

２
番
、
東
側
は
同
一
丁
目
11
番
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
自
動
車
道
路
の
下
は
飲
食
店

や
駐
車
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
央
通

り
と
交
差
す
る
京
橋
の
跡
に
は
「
京
橋

大
根
河
岸
青
物
市
場
跡
」・「
江
戸
歌
舞

伎
発
祥
の
地
」
の
碑
が
昭
和
三
二
（
一

九
五
七
）
年
六
月
建
立
（
京
橋
三
丁
目

４
番
緑
地
帯
内
）、
と
煉
瓦
銀
座
の
碑

（
銀
座
一
丁
目
11
番
の
地
先
、中
央
通
り

沿
い
）
が
建
ち
ま
す
。

◇
京
橋
川
に
架
か
る
橋

　

つ
ぎ
に
、京
橋
川
に
架
か
る
橋
を『
府

志
料
』
を
参
考
に
し
て
西
側
か
ら
見
て

い
き
ま
す
。

○
比
丘
尼
橋
（
城
辺
橋
）

　

北
紺
屋
町
よ
り
南
紺
屋
町
へ
架

す
。
長
さ
七
間
（
約
一
二
・
七
ｍ
）・

幅
三
間
二
尺
（
約
六
ｍ
）。『
東
京
府

誌
』（
明
治
一
一
年
編
纂
、
以
下
『
府

誌
』）
に
は
「
北
紺
屋
町
よ
り
南
紺
屋

町
に
渡
る
。
長
さ
七
間
三
尺
（
約
一

三
・
六
ｍ
）
広
さ
三
間
三
尺
（
約
六
・

三
ｍ
）、木
造
。
寛
保
年
中
は
西
紺
屋

町
橋
と
称
せ
し
と
正
宝
事
録
に
見

ゆ
」
と
あ
り
ま
す
。
橋
際
に
は
「
山

く
ぢ
ら
」（
猪
）
の
肉
を
売
る
店
が
あ

り
有
名
で
し
た
。

　

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
「
市

中
橋
名
間
数
書
上
」（『
東
京
市
史
稿

市
街
篇
』
第
52
）
に
は
、「
比
久
尼

橋
」
と
し
て
「
南
紺
屋
町
よ
り
北
紺

屋
町
へ
渡
る
。
長
七
間（
約
一
三
ｍ
）

幅
三
間
（
約
五
・
五
ｍ
）」
と
あ
り
ま

す
。

　

関
東
大
震
災
の
復
興
事
業
で
改
架

と
な
り
、
橋
名
も
城
辺
橋
と
改
称
。

橋
名
は
こ
の
辺
の
外
堀
沿
い
を
城
辺

河
岸
と
称
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す

る
と
さ
れ
ま
す
。

　

震
災
後
の
応
急
修
理
で
ペ
ン
キ
塗

り
が
行
わ
れ
、
水
路
の
改
修
と
幹
線

道
路
一
九
号
（
外
堀
通
り
）
の
拡
幅

に
伴
い
橋
長
三
一
・
七
ｍ
、
幅
員
二

七
ｍ
の
無む

鉸こ
う

拱き
ょ
う

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
橋
に
替
わ
り
、
昭
和
五
（
一
九

三
〇
）
年
二
月
に
竣
工
。
京
橋
川
の

埋
立
て
に
伴
い
昭
和
三
四
（
一
九
五

四
）
年
に
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
紺
屋
橋
（
中
之
橋
）

　

北
紺
屋
町
よ
り
南
紺
屋
町
へ
架

す
。
長
さ
六
間
（
約
一
一
ｍ
）・
幅
一

間
半
（
約
二
・
七
ｍ
）。『
府
誌
』
に

は
「
西
中
通
り
の
南
端
に
在
り
、
京

橋
川
に
架
す
。
長
さ
六
間
広
さ
一
間

三
尺
、
木
造
。
此
橋
旧
時
は
中
橋
と

云
し
を
、
維
新
の
後
今
名
に
改
む
」

と
あ
り
ま
す
。

　

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
「
市

中
橋
名
間
数
書
上
」
に
は
「
南
紺
屋

町
よ
り
北
紺
屋
町
へ
渡
る
。長
六
間
・

幅
九
尺
（
約
二
・
七
ｍ
）」
と
あ
り
ま

す
。

　

震
災
後
の
京
橋
川
の
改
修
に
伴
い

橋
長
三
一
・
八
ｍ
、
幅
員
一
一
ｍ
、

連
続
鋼
鈑
桁
３
径
間
の
橋
に
替
わ

り
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
一
二

月
に
竣
工
。
京
橋
川
の
埋
立
て
に
伴

い
昭
和
三
四
年
に
撤
去
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
京
橋

　

南
伝
馬
町
三
丁
目
よ
り
銀
座
一
丁

目
へ
架
す
。
長
さ
一
四
間
三
尺
（
約

二
六
・
五
ｍ
）・
幅
四
間
二
尺
（
約

七
・
九
ｍ
）。
名
義
詳
な
ら
す
。
蓋
け
だ
し

日

本
橋
江
戸
橋
等
へ
対
し
て
の
名
な
る

べ
し
。

　

創
架
の
年
代
は
不
詳
と
さ
れ
ま
す

が
、
日
本
橋
が
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）

年
に
架
設
さ
れ
、
同
九
年
に
は
一
里

塚
の
制
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら

も
、
日
本
橋
と
同
時
期
に
架
け
ら
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
『
重
宝
録
』
に
、
橋
の
長
さ
は
一
四

間
三
尺
（
約
二
六
・
五
ｍ
）、
幅
四
間

二
尺
（
約
七
・
九
ｍ
）。
明
治
四
（
一

八
七
一
）
年
の
「
市
中
橋
名
間
数
書

上
」
に
は
「
南
伝
馬
町
三
丁
目
よ
り

銀
座
一
丁
目
へ
渡
る
。長
一
四
間（
約

二
五
・
五
ｍ
）・
幅
四
間
（
約
七
・
三

ｍ
）」
と
あ
り
ま
す
。

　

明
治
一
〇
（
一
九
七
七
）
年
一
月

に
橋
の
長
さ
一
一
間
（
約
一
九
・
八

ｍ
）
幅
員
八
間
（
約
一
四
・
四
ｍ
）

の
石
橋
に
架
替
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

京
橋
は
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）

年
に
一
五
区
制
が
布
か
れ
た
際
に
、
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京
橋
区
と
区
名
に
し
た
ほ
ど
重
要
な

橋
で
し
た
。
区
名
に
し
た
の
は
、
そ

の
地
域
の
中
心
を
な
す
橋
で
あ
り
、

当
時
は
京
橋
北
○
丁
目
、
京
橋
南
○

丁
目
と
も
俗
に
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
京

橋
地
区
の
中
心
の
橋
で
し
た
。
い
ち

ば
ん
区
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
橋
名

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
発
足
時
の
区

の
名
称
に
も
な
っ
た
の
で
す
。

　

明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
一
二

月
に
は
市
区
改
正
事
業
で
橋
長
二
七

ｍ
、
幅
員
一
八
ｍ
の
鋼
ア
ー
チ
橋
に

架
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
正
一
一

（
一
九
二
三
）年
一
二
月
に
は
拡
幅
工

事
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
震
災
復
興

の
応
急
修
理
で
拡
張
修
繕
さ
れ
ま
し

た
。
京
橋
川
の
埋
立
て
に
伴
い
、
昭

和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
に
撤
去
さ

れ
ま
し
た
。

○
炭
谷
橋
（
三
年
橋
・
中
の
橋
）

　

炭
町
よ
り
金
六
町
へ
架
す
。
長
さ

九
間
（
約
一
六
・
四
ｍ
）・
幅
一
間
四

尺
（
約
三
ｍ
）。『
寛
永
江
戸
図
』
に

は
無
名
の
橋
。
明
治
四（
一
八
七
一
）

年
の
「
市
中
橋
名
間
数
書
上
」
に
は

「
呉
竹
橋
」
と
し
て
「
炭
町
よ
り
京
橋

金
六
町
へ
渡
る
。
長
九
間
・
幅
一
丈

一
尺
（
約
三
・
三
ｍ
）」「
類
焼
に
付

当
時
長
九
間
幅
一
丈
一
尺
仮
橋
掛
渡

之
有
」
と
あ
り
ま
す
。
明
治
四
（
一

八
七
一
）
年
の
架
替
え
の
際
に
、
炭

屋
橋
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
後
の
京
橋
川
の
改
修
に
伴
い

橋
長
三
二
・
八
ｍ
、
幅
員
一
〇
ｍ
、
鋼

鈑
桁
１
径
間
の
橋
に
替
わ
り
、
昭
和

五
（
一
九
三
〇
）
年
に
竣
工
。
京
橋

川
の
埋
立
て
に
伴
い
、昭
和
三
四（
一

九
五
四
）
年
に
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

○
白
魚
橋
（
※
牛
草
橋
）

　

本
材
木
町
三
丁
目
よ
り
金
六
町
に

架
す
。
長
さ
九
間
（
約
一
六
・
四

ｍ
）・
幅
三
間
（
約
五
・
五
ｍ
）。
此

辺
旧
来
白
魚
屋
敷
と
唱
へ
る
地
あ
り

故
に
名
と
す
。

　
『
宝
暦
図
』
に
は
牛
ノ
草
橋
と
あ

り
、
寛
永
時
代
よ
り
享
保
ま
で
の
江

戸
図
に
は
橋
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。『
切
絵
図
』に
は
牛
草
橋
。
俗
に

牛
糞
橋
ま
た
戸
越
橋
と
云
、
白
魚
橋

と
も
云
う
（
後
に
白
魚
橋
）
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。『
重
宝
録
』
に
、
橋
の

長
さ
は
九
間
（
約
一
六
・
四
ｍ
）、
幅

三
間
（
約
五
・
五
ｍ
）。
こ
の
橋
と
弾

正
橋
・
真
福
寺
橋
の
三
橋
は
、
一
つ

所
に
橋
を
三
カ
所
架
し
た
と
い
う
の

で
、
俗
に
三
つ
橋
と
呼
ば
れ
、
江
戸
・

東
京
の
名
所
に
も
な
り
ま
し
た
。
明

治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
「
市
中
橋

名
間
数
書
上
」
に
は
「
本
材
木
町
八

丁
目
よ
り
京
橋
金
六
町
へ
渡
る
。
長

九
間
・
幅
三
間
」
と
あ
り
ま
す
。

　

震
災
後
の
応
急
修
理
で
修
繕
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
新
た
に
建
設
さ

れ
た
幹
線
道
路
＝
昭
和
通
り
に
架
か

る
新
京
橋
と
の
距
離
が
わ
ず
か
約
二

〇
間
（
約
三
六
・
四
ｍ
）
と
近
か
っ

た
た
め
、
区
民
か
ら
存
続
の
陳
情
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
つ
い
に
廃
橋
と

な
り
ま
し
た
。

※
牛
草
橋

　

�　

白
魚
橋
が
牛
草
橋
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、そ
の
訳
と
は
な
に
か
。

牛
車
に
は
公
家
な
ど
の
乗
用
車
用
の

牛ぎ
っ

車し
ゃ

と
荷
物
運
搬
用
の
牛う
し

車ぐ
る
まの
二
種

類
が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
期
の
は
じ

め
に
は
前
者
の
牛
車
は
す
た
れ
、
後

者
は
限
定
さ
れ
た
都
市
（
京
都
・
江

戸
・
駿
府
・
仙
台
）
で
使
用
さ
れ
て

い
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

江
戸
で
の
牛
車
は
寛
永
期
（
一
六

二
四
～
四
三
年
）
に
土
木
工
事
（
普

請
）
の
た
め
に
京
都
か
ら
招
聘
さ
れ

ま
し
た
。
芝
高
輪
に
居
住
地
を
定
め

て
、
江
戸
橋
広
小
路
と
八
丁
堀
牛
置

場
を
拠
点
に
活
動
。

　

牛
車
の
業
務
は
荷
物
の
輸
送
が
中

心
で
、
幕
府
・
所
御
屋
敷
御
用
、
商

品
輸
送
、
祭
礼
の
三
つ
に
大
別
さ
れ

ま
す
。
荷
物
種
類
は
酒
樽
や
米
俵
の

ほ
か
、
米
穀
類
・
樽
物
類
・
塩
俵
・

肥
料
・
石
灰
・
荒
荷
物
・
小
間
物
荷
・

筒
物
大
小
取
合
・
板
木
類
・
石
材
な

ど
の
重
量
物
で
し
た
。
そ
の
活
動
拠

点
の
一
つ
＝
八
丁
堀
の
牛
置
場
は
ど

こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

享
保
一
一
年
五
月
二
六
日
に
八
丁

堀
牛
置
場
地
守
次
兵
衛
・
久
兵
衛
か

ら
今
後
こ
の
場
所
へ
牛
車
を
置
か
せ

な
い
と
の
要
求
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
年
寄
樽
屋
の
調
停
で
牛
持
ち
と
地

守
と
の
示
談
が
成
立
。「
こ
の
場
所
」

と
は
、
京
橋
東
の
金
六
町
跡
地
で
南

八
丁
堀
へ
渡
る
真
福
寺
橋
の
際
の
揚

場
前
河
岸
通
り
に
あ
っ
た
九
間
四
方

の
牛
置
場
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
材
木
町
八
丁
目
よ
り
白
魚
屋
敷

へ
と
架
か
る
橋
を
「
牛
の
草
橋
」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
が
、『
撰
要
永
久
録
』

に
「
往
古
牛
車
休
所
之
有
、
此
如
唱

候
義
二
之
有
如
申
伝
候
」
と
説
明
し

て
い
ま
す
。
こ
の
八
丁
堀
の
牛
置
場

は
江
戸
橋
広
小
路
牛
置
場
に
比
べ
て

約
三
分
の
一
の
規
模
で
し
た
が
、
江

戸
市
中
に
入
り
込
ん
だ
要
衝
の
地
と

い
う
点
で
は
同
じ
だ
っ
た
の
で
す
。
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菅
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二
）


